
























































































校を国民学校と改称し，初等科 6ヶ年および高等科 2ヶ年の計 8年間の義務教育期間として
再編成された。そして教師と児童生徒の関係についても，国民学校の教師の役割は，「国家の
教師」として小国民を錬成することであり，天皇の名のもとに精神主義と体罰主義をもって子
どもたちの指導にあたった（小針 2007 : 132-137）。
教師に目を向けると，先述した昭和恐慌は教師にとってもその生活に大きな影響を与えた。
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ていたことが明らかとなり，検挙された校長は 30名（その他，視学 4名，元訓導 1名，その
他 4名）にのぼった（8）。新聞記事の見出しには，「醜教員底なし更にけふ二名召喚」（『読売新
聞』1933. 12. 1以後「読売」と略す）や「教育界・腐敗の根源を衡く，『金なければ校長にな
れず』轉免の裏に醜關係」（読売 1933. 12. 2），「目を背けるこの醜，淺間しい幇間校長，痩せ













手に救ひの手」（朝日 1934. 3. 21）では，「教育疑獄の泥沼の中に引ずりこまれた小學校長の
うち十五名は去る十九日夜保釋を許されそれぞれ歸宅したが，その過半は家族が留守中に社會
的な指彈と生活壓縮にせまられて轉居，みすぼらしい小さい家で妻子に迎へられた」と報道さ
れている。その後，教育疑獄事件を受けた社説「教育疑獄の教訓」（朝日 1934. 8. 11）では，
いくつかの事件の要因をあげつつ，最後に「教育者一般が社會の中堅としてのほこりを失は
ず，惡風になづまず却て教育を通じてこれを矯正するの信念を堅持すべきであることはいふ迄

















掲載日 見出し 年齢 性別 発生場所
昭和 2年 4月 30日 水産校教師，學校の金で豪遊－二千餘圓をぬすみ出して，洲崎で捕はれ取調中 29 男 千葉県立水産学校
昭和 4年 2月 5日 小學校教員が列車賊 不明 男 山口県徳山
昭和 4年 2月 19日 校金費消に警察活動を始む－鈴木弘前高等學校長「惡い事をした」と生徒に陳謝 不明 男 青森県弘前市
昭和 4年 3月 2日 日本刀を持つて教諭の強盜－岡崎商業の大狼藉 32 男 愛知県岡崎市
昭和 4年 6月 24日
（夕刊）
繼母を迎へて家庭無情，訓導が自棄の盜み－妻子そつちのけ
に遊びくるひ，同僚の宅二軒を始め 30 男 東京麹町
昭和 6年 8月 23日 横領小學校長 42 男 福井県丹羽郡三方村
昭和 7年 10月 16日 模範小學校長，後援會費を遣込み－教員の積立金をも遊興に父兄から遂に告訴 43 男 東京中野区氷川町
昭和 7年 12月 15日 帝都教育界の不祥事，お尋ね者の詐欺魔が假面の教員生活－市教育局長らも奉職に力添へ早くも感付いて逃亡 29 男 東京浅草区北富坂町
昭和 8年 1月 5日
（夕刊） 模範訓導が賊を働く－四十圓の自轉車を盜む 44 男 東京四日市市
昭和 8年 2月 7日 又も帝都教育界の不祥事，模範小學校長が驚くべき横領偽造－吉野第一大島校校長，突如砂町署に召喚，嚴重取調べ 50 男 東京城東区
昭和 8年 10月 15日
（夕刊） 古切符で數年間，先生が只乘り－ポケツトに十數枚の乘車券 30 男 東京東京驛
昭和 8年 11月 30日 殆んど各區に巢喰ふ帝都教育界の醜狀－今後ぞくぞくと召喚 不明 男 東京
昭和 9年 8月 4日
（夕刊） 失踪の中學校長捕はる 56 男 茨城県水海道
昭和 9年 10月 18日
（夕刊） 松見順天中學校長，詐欺嫌疑で召喚－譲渡した學校を奪ふ 75 男 東京神田区
昭和 10年 2月 20日 又も帝都教育界の不祥事，現職訓導と元女教員，驚くべし美人局！－體育ダンスの一人者，兩人とも警視廳に留置さる 40 男 東京世田谷区
昭和 10年 6月 4日 同僚教員の醜事を種に人妻を恐喝－教壇を汚すギヤング 43 男 東京足立区千住大川町
昭和 10年 6月 23日
（夕刊） 無情の中學先生泣く十七娘－結婚約束も梨の礫 27 男 東京目黒区
昭和 10年 8月 11日
（夕刊） 夏期講習に上京の女教員が盜み－頻々と寄宿舎荒し 25 女 東京牛込區赤坂下町
昭和 11年 4月 18日 學校騒動から不正暴露，卒業證書を月賦販賣－現職の三警官も登場す，東亞商業驚くべき醜狀 不明 男 東京中野区上高田町
昭和 11年 5月 22日
（夕刊）
商船學校の校長が洲崎署員へ贈賄の疑ひ－校金費消事件に絡
む怪聞 不明 男 東京丸ノ内
昭和 11年 8月 4日
（夕刊） 視學校長ら四十五名，空前の横領暴露－静岡縣教育疑獄事件 不明 男 静岡県
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「繼母を迎へて家庭無情，訓導が自棄の盜み－妻子そつちのけに遊びくるひ同僚の宅二軒を
始め」（読売 1929. 6. 24夕刊）では，同居することになった継母と折り合いが悪くなり，カ
フェー等の飲食店の女を相手に遊びまわり，金策に窮して置き引きや万引きを繰り返した事件





昭和 11年 8月 29日 松平伯邸へ怪漢－人騒がせな小學教員 26 男 東京豊島区駒込
昭和11年11月15日
（夕刊） 府立五中校長を告訴－業務上の背任横領から 不明 男 東京小石川区
昭和 12年 1月 21日 教壇に集る浄き金，十七萬圓を横領－昭和第一商業校長の罪證あがる 36 男 東京本郷区元町
昭和 12年 4月 20日 高師空しき訓導，野宿して試驗勉強－パンに飢ゑて學校荒しに轉落 26 男 東京中野区
昭和 15年 7月 17日 教育界の不祥事，兩小學教員の萬引横領發覺－憂ふべき素質の低下 不明 不明 東京神田区・足立区
昭和 19年 4月 18日 學校設立認可に贈収賄－父兄からは入學斡旋料 39・41・44・49・58 男 東京文部省
表 3 殺傷暴行の罪
掲載日 見出し 年齢 性別 発生場所
昭和 3年 3月 18日 小學校教師，太刀を揮ふ－チフスで發狂して 36 男 福島県田村郡三春町
昭和 3年 4月 21日 先生に突倒され前額に重傷－體格檢査の際戯けまはつた栃木小學校の四年生が 不明 男 栃木県宇都宮市
昭和 3年 9月 12日 恐れる老訓導，妻を殺す－虫入つた若き燕 56 男 神奈川県神田村
昭和 5年 2月 17日 日本橋校の三訓導，電車内で泥醉狼藉－乘客を毆付け窓ガラス全部を破り，伊豆の旅先で大醜態 30・35・36 男 静岡県伊豆
昭和 5年 10月 17日
（夕刊）
青竹でメツタ打ち，教諭，圓兒を撲殺す－埼玉學園の奇怪な
リンチ發覺 38 男 埼玉県大宮市
昭和 5年 12月 27日 保險金欲しさに校長，妻を毒殺す 42 男 高知県長岡郡本山町
昭和 7年 10月 13日
（夕刊） ギヤング訓導，女生徒を斬る 51 男 東京南多摩郡横山村
昭和 7年 11月 4日 酒亂訓導大暴れ－カフェーで嚙み付く投げる 22 男 東京京橋区銀座
昭和 9年 6月 16日
（夕刊）
水神小學校の訓導，妻を刺し殺す－自分は其場で自殺を圖
る，別れ話からの兇行？ 29 男 茨城県北相馬郡布川
昭和 10年 1月 31日 校長さん酒から亂暴 55 男 東京浅草区淺草公園
昭和 10年 6月 23日 兒童の面前で訓導が殴合ひ－鉛筆逆手重傷負はす 28 男 東京向島区寺島
昭和 10年 9月 7日 國民教育の教壇墮つ，空前・先生の争議，校長を毆つた上，七人揃つて盟休－新學期早々の不祥事 30 男 東京城東区南砂町
昭和 11年 7月 9日
（夕刊）
これが學校の常識か，重傷の兒童をあるかせて自宅へ－荒川
教育界の不祥事 不明 不明 東京荒川区
昭和 12年 2月 20日
（夕刊） また池袋第六校に不祥事件，訓導，人妻に暴行！ 34 男 東京板橋区板橋





























れだけ教育的に低價値の者とも言ひ得る」（河野 1933 : 232）と批判しているが，一方で「教
師が生徒の非行を訓戒するのは職務上當然のことであつて問題になる筈はないが，若い教師が
熱心と感情の激化にまかせ體罰を科したり，生徒の身體に觸れたりすると事件が大きくなり勝
昭和 13年 6月 21日
（夕刊） 小學校長暴ばる－おでん屋で出資金のもつれから 38 男 東京杉並区高円寺
昭和 14年 6月 18日
（夕刊） 夫人怪死事件，校長を追及－縣學務部緊張 48 男 埼玉県入間郡名栗村
昭和 15年 4月 25日 訓への鞭縺る－度を過ぎた懲しめに兒童傷つき，傷害罪で訓導送局 34 男 東京下谷区
























掲載日 見出し 年齢 性別 発生場所
昭和 2年 8月 31日 教え子を蹂躪した上，金を奪ふ小學教員－少女が縣刑事課に就職の後も執拗に付纏つた爲遂に發覺，免職處分に附さる 25 男
神奈川県横浜市南太
田町





昭和 3年 4月 6日 女學生十數名を校長が弄ぶ－名古屋高女の醜狀を縣當局が秘密に調査 不明 男 名古屋市東区
昭和 4年 5月 14日
（夕刊） 御眞影室に連行し校長小學生を弄ぶ－府下新島小學校の怪事 40 男 東京新島
昭和 5年 4月 5日 二少女連出しの教員姿を晦ます－新宿ホテルに滯在中，手配に驚いて外出したまま 28 男 東京新宿
昭和 5年 9月 17日 教へ子の少年を唆かし，女教員のかけ落ち－自宅教授から關係，遂に妊娠して心中か，十日餘も消息を斷つ 24 女 神奈川県横浜市中区



















昭和 2年 1月 7日 弄ばれて自棄の末，萬引した元女教員－三越の新宿分店で
昭和 2年 8月 19日 元訓導がやけでスリ生活－神田橋上の市電で遂に錦町署員に逮捕
昭和 2年 11月 13日 愛する三人，三疊で心中－小學校の元女教師と資産家の中學生と娘
昭和 2年 11月 28日 えな祭りだと元教員騙る
昭和 3年 2月 28日 生徒を絞り上げる女學校を近く征伐－規定の不備から續出，入學期を控へて文部省の調べ
昭和 3年 4月 2日（夕刊） 東電技師の妻が美装したく萬引－父は小學校長祖父は議員，自分も元訓導の身で
昭和 5年 5月 9日 元高女教諭が學校を荒し廻る－校長の僞名刺で書籍を詐取，校金を持逃げした男
昭和 6年 6月 29日 元小學校教員が植木畑で心中
昭和 7年 4月 9日（夕刊） 不倫の戀に狂，元訓導ピストル心中
昭和 7年 8月 29日 元教員の放火－あらぬ噂を恨みに思ひ
昭和 7年 9月 16日（夕刊） 元小學教員で軍曹，私刑被害者の身許判る
昭和 7年 12月 6日 元女教諭が愛から惡へ
昭和 8年 3月 15日 元小學校長ら婦人子供博を利用－一万五千餘圓を騙る
昭和 8年 6月 23日 小原前校長，再び召喚
昭和 8年 6月 28日 元臨川（澁谷）小學校長，小林幟氏縊死す－教育疑獄に連坐して保釋中に罪過を自裁
昭和 8年 12月 10日 贈賄元訓導を槍玉に前視學とともに拘引－椅子賣買の裏面を衡く
昭和 9年 1月 7日 實母殺しの元教諭，刑務所で縊死す－公判を前に悔悟の清算？獵奇の謎秘めたまま
昭和 9年 1月 12日 元盲唖學校長，うらぶられて詐欺－滿州國の權利を種に騙る
昭和 9年 3月 4日（夕刊） 訓導を讀者に桃色研究會－販賣係りの元教員捕はる
昭和 9年 6月 26日 死場所探し徘徊の元教諭
昭和 9年 8月 17日 地下に暗躍する赤い元女教諭－母の死さへ知らず
昭和 9年 8月 21日 国士舘の前校長－柴田氏召喚さる，七万圓の横領嫌疑









昭和 9年 10月 24日 元首席訓導の轉落，詐欺罪で捕はる－知事の印や恩給證書を僞造
昭和 9年 11月 20日 元訓導の夫婦が失業者泣かせ共謀で五千圓騙る
昭和 9年 12月 12日（夕刊）『無職です』も淋しく裁かれる元校長－帝都教育疑獄の公判
昭和 10年 2月 22日（夕刊） 教育疑獄にも革手錠の登場－元校長が法廷で陳述
昭和 10年 4月 19日 運轉手泣かせの呻き聲も使分け“轢かれ詐欺”小學校長のなれの果，狂言ばれて留置場に入院
昭和 10年 5月 20日 女子醫專生を絞め，元教諭，死を圖る－教へ子との戀の末路
昭和 11年 2月 7日 酒に崩れた元校長－あくどい詐欺
昭和 11年 5月 28日（夕刊） 元縣視學萬引
昭和 11年 7月 19日 収賄の元兩視學，實刑は取消し－教育疑獄，寛大な控訴判決
昭和 12年 6月 19日 元訓導本屋荒し
昭和 12年 7月 4日（夕刊） 元校長四氏に上告棄却－帝都教育疑獄
昭和 12年 12月10日（夕刊） 神港商業元校長自殺す－酒に身を崩し大島で
昭和 13年 3月 12日 ニセ五十錢犯人－訓導もしたインテリ崩れ御用
昭和 13年 6月 2日（夕刊） 死に結ぶ訓導の戀－妻子捨てて十和田湖へ
昭和 13年 6月 4日（夕刊） 妻に逃げられた自棄の元訓導－書籍專門に萬引修行
昭和 15年 12月 8日 元教員の靴泥
昭和 16年 12月 4日（夕刊） 養女を絞めて－元訓導自殺
表 6 教師の自殺
掲載日 見出し
昭和 3年 4月 23日 學校戀しく田舎教師の自殺－戀ゆえに追はれた元の小學校洗面所で
昭和 4年 12月 13日 訓導と女給ガス情死
昭和 5年 8月 1日 校金費消の校長，山林中で縊死す
昭和 7年 3月 31日 教へ子の不成績を悲觀自殺
昭和 7年 4月 27日（夕刊） 先生の割腹
昭和 7年 12月 26日 訓導失戀自殺
昭和 8年 3月 29日（夕刊）『押し借り』の訓導，前田侯邸で服毒す－兒童の家庭で斷られ・その足で
昭和 8年 6月 28日 澁谷校の訓導服毒－神經衰弱から
昭和 8年 6月 30日 訓導の心中
昭和 9年 2月 14日 家出の三浦校長，縊死體で發見さる
昭和 9年 2月 28日（夕刊） 授業中，教壇の上で訓導が剃刀自殺（未遂）－神田佐久間校の薄葉氏
昭和 9年 7月 4日（夕刊） 保釋中の前校長またも自殺す－元第三瑞光の福田氏































昭和 10年 12月 15日 教壇に結んだ三角愛，訓導・戀の“青酸”自殺－女教員“死の同伴”行
昭和 11年 9月 21日 秋簫條・女訓導の自殺－新婚の圓かに樂しき夢僅か，恐るべき病魔に奪はれし夫を追つて
昭和 9年 9月 22日（夕刊） 青春も戀も寂し一家の犠牲，女教諭の服毒－空しく疲れ果てて
昭和 12年 2月 28日 校長溺死








る必要がある。投書欄をみても「訓導飢餓」（朝日 1938. 4. 12）や「時代の風に煽られて先生
の大量轉職，大困りの地方小學校」（朝日 1939. 5. 18）「減らぬ先生の轉職，懲戒處分も覺悟
で赴任の有様，文部省も對策に困る」（朝日 1940. 1. 9）など，戦争に関連した産業界への転
身や大陸に渡る者，そして夫の転任に際して退職する女性教師等の小学校教師の離職問題が多
く報道されている。この状況を受けて，「低下した先生の質，教育改革も惱む，增加一方の代
用教員」（朝日 1940. 3. 19）など，戦局が激しさを増してくると教員不足は深刻化し，その対
応として代用教員が増加した。

















































範，教職倫理に関する部分において潜在的に強大な影響力をもった」（熊谷 1973 : 34）と指摘して
いる。
⑵ 戦前期を含めた日本の学校社会へのアプローチについて，木村は「戦後の学校は戦前，戦中の反省




が出発点となっている」（木村 2015 : 20）と述べており，戦前を含めた「近代」化に注目してい
る。
⑶ 教師観とは，『新教育社会学辞典』によると「教師という職業をどのようにみるかという観念・態
度・評価をいう」（稲垣 1986 : 284）とある。また熊谷は教職観について「公教育の体制を維持す
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